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BMY-28100の 臨床 的検討

池田大忠 ・大久保隆男

横浜市立大学医学部第一内科学教室*

新 しい 経 口 用 セ フ ェ ム剤BMY-28100を 呼 吸 器 感 染 症14例,尿 路 感 染 症1例 に投 与 し,そ の 有 効 性,

安 全 性 に つ い て検 討 した 。

1.対 象 と した症 例 は急 性 扁 桃 炎1例,急 性 気 管 支 炎2例,慢 性 気 管 支 炎3例 ,び ま ん性 汎 細 気

管 支 炎1例,気 管 支拡 張 症2例,肺 炎4例,肺 化 膿 症1例 の 呼 吸 器 感 染 症14例 と膀 胱 炎1例 の合 計

15例 で あ った 。

2臨 床 効 果 は 著効1例,有 効10例,や や 有 効2例,無 効2例 で 有 効 率 は73%で あ っ た。

3.細 菌 学 的 に はStaphylococcus aureus 2例,Humophilus influenzae 1例,Pseudomonas aeruginosa 2例,

mebsiella pneummiu 1例,A1caligenes xylosoxidans 4例 の7例 で 菌 が 分 離 され,本 剤 投 与 に よ っ てS.au-

zeusは1例 で菌 消 失,1例 でK.pneummiae,Escherfchia coliに 菌 交 代 し,A.xylosoxidansは 消 失 ,H.in-

fluenzae,K.pneummiae,P.aeruginosa検 出例 は不 変 で あ った 。

4.本 剤 投 与 に よ る 自他 覚 的 副 作 用 は特 に認 め ら れ な か っ た が,臨 床 検 査 値 異常 は1例 に血 小 板

減 少,GOT,GPT,AL-Pの 上 昇 が み ら れ た。
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BMY-28100は セフ ェム骨格 の3位 に1-propeny1基 を

有する非エステル型の経 口用 セフェム系抗生物質である。

本剤は,グ ラム陽性,陰 性菌 に広範 な抗菌スペ ク トルを

有 し,特 にStaphylococcus aureus及 び嫌気 性菌 のClo3tn-

dium difficileに優 れた抗 菌力が認 め られて いる1)。今 回

本剤を臨床的に用いる機 会を得 たので,そ の効果及 び安

全性について報告する。

1.対 象 と 方 法

対象症例 は,1987年7月 か ら1988年3月 までの間 に,

当科 を受診 した外 来患 者10名 と入院患者5名 の計15名

である。男8例,女7例 で年齢 は16歳 ～77歳(平 均57、2

歳)に分布 していた。

対象疾患 は急性扁桃 炎1例,急 性気管支炎2例,慢 性

気管支炎3例,び まん性汎細気管支炎(DPB)1例,気 管

支拡張症2例,肺 炎4例,肺 化膿症1例,膀 胱 炎1例 の

計15例 であった。投与法 は1回 量 を250mgあ るい は500

mgと し,250mgな ら1日3回,500mgな ら1日2回 に

定め,患 者の了解 を得 た上 で投与 を開始 した。本剤 の評

価に影響 を及ぼす と考え られる他の抗菌剤,抗 炎症剤,

解熱剤,利 尿剤な どとの併用 は行 わなか った。

本剤投与に よる副作用 については,投 与期 間中の 自他

覚症状 を観察するとともに臨床検査値へ の影響 をみ る目

的で本剤投与前,中,後 に血液学的検査,血 液生化学的

検査,尿 検査 を実施 した。

臨床効果の判定 は臨床症状,末 梢血 白血球数 血液像,

CRP,血 沈,胸 部X線 所 見,菌 の消 長,咳 疲 量,咳 疲 の

性 状 な ど に よ り著 効(Excellent),有 効(Gocd),や や 有

効(Fair),無 効(Poor)の4段 階 で行 っ た。

細 菌 学 的効 果 は 菌 の 消 長 に よ り,消 失(Eradlcated),

減 少(Decreased),不 変(URchanged),菌 交代(Replaced),

不 明(Unknown)と 判 定 した

II.成 績

各 症 例 に 対 す るBMY-28100の 投 与 成 績 の 一 覧 を

Table1に 示 す 。 全15例 中 著 効1例,有 効10例,や や

有 効2例,無 効2例 で 有 効 率 は73%で あ った。

疾患 別 に み る と,肺 炎 で4例 中3例,慢 性 気 管 支 炎 で

3例 中2例,気 管 支 拡 張 症 で2例 中1例,急 性 気 管 支 炎

で2例 中1例,肺 化 膿 症1例 中1例 有 効 で あ り,膀 胱 炎

1例 は著 効 で あ った 。 無 効例 は,基 礎 疾 患 に肺 癌 を もつ

閉 塞性 肺 炎1例 と肺 気腫 を もつ 急 性 気 管 支 炎1例 で あ っ

た 。 や や 有 効 例 はHaemoPhilus infzuenzuの 検 出 さ れ た

DPB1例 と慢 性 気管 支 炎 の1例 で あ り,後 者 の 症例 か ら

は 本剤 投 与 中 にH.inf7umzaeが 検 出 され た。

基 礎 疾 患 を有 す る者 は6例 で 強 皮 症 と シ ェー グ レ ン症

候 群 の合 併 症1例,サ ル コ イ トー シ ス1例,肺 嚢胞 症1

例,肺 癌1例,肺 気腫2例 で あ る。

投 与 量 別 で は1回250mg,1日3回,1日 量750mgの

症 例 が4例 あ り有 効 例 は3例 で75%の 有 効 率 で あ っ た。

1回500mg,1日2回,1日 量1,000mgの 投 与 群 は11例

で,8例 が 有 効 以 上 の 評 価 を う け,有 効 率 は73%で あ
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Table 1. Clinical results of  BMY-28100 treatment

DPB : diffuse panbronchiolitis NF : normal flora
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っ た 。

検 出 菌 はS.aureus 2例,H.influenzae 1例,Pseudomo-

nas aeruginosa 2例,Klebsiella pneummiae 1例,Alca-

ligenes xylosoxidans 1例 で あ る 。 本 剤 投 与 に よ っ てS.m-

rmsの1例 は 消 失 し,他 の1例 はK.pneummiae,Escher

ichia coliに 菌 交 代 し た 。A.xylosoxidansは 消 失 し,H.in-

fluenzae,K.pmummiae,P.aerugino5a検 出 例 は 不 変 で あ

っ た 。

副 作 用 は 特 に 認 め ら れ な か っ た が,臨 床 検 査 値 異 常 が

1例 に 認 め ら れ た 。 こ の 症 例 は 基 礎 疾 患 に シ ェ ー グ レ ン

症候群 と強皮症 を有 し,胆 石 を合併 していた例 で本剤投

与後13日 目に血小板減少 とGOT,GPT,AL-Pの 上昇 を

来 したが,肝 機能異常 は中止後14日 目に,血 小板異 常

は30日 目に改善 された。 しか し,本 剤 とほぼ同時期 に,

胆 石治療薬 ケノデ オキ シコール酸(レ ガ レン)を 開始 し,

同時に中止 してお り,ま たBMY-28100に よるdrug lym-

phocyte stimulating test(DLST)は 陰性であ ったの で今 回

の異常出現が本剤 によるものか どうか判定 するの は難 し

い。各症例 に対 す る本剤投与前 後の臨床検査値 をTable

2に 示す。

Table 2. Laboratory finding before and after administration of BMY-28100

B: before administration A: after administration
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III.考 按

BMY-28100は プ リス トル ・マ イヤ ーズ研究所株 式会

社東京研 究所 において開発 され た非エ ステル型の経口用

セ フェ ム系抗 生 物 質 で あ る。 セ フ ェム骨 格 の3位 に

1-propenyl基 を有 し,グ ラム陽性,陰 性菌 に対 し,広 範

な抗菌 スペ ク トルを示 す。 また経 口投与 によって良好な

吸収 を示 し,高 い血中濃度及 び尿 中回収率が得 られてい

る。

本剤 を呼 吸器感染 症14例 と尿路 感染症1例 に投与 し

た ところ,臨 床 的には呼吸器感 染症14例 で有効10例,

やや有効2例,無 効2例 で有効 率71%,尿 路感染症 で

著 効1,有 効率100%,15例,全 体 で は73%の 有効 率

が得 られた。無効2例 中,1例 は基礎疾患 に肺癌 を有す

る閉塞性肺 炎例であ り,病 巣内の分泌物の排 出が困難 な

ことな どより十分 な治療効果 をあげえなか った ものと思

われ る。

細菌 学的効 果で はS.aureusは,検 出例2例 とも本剤

投与 によって消失 し,少 数例 ではあるが本剤の この菌に

対す るin itcoでの優れた抗 菌力に一致す る結果が得 られ

た。 しか し,H.influenzazは,DPB例 で本剤投与によっ

ても消失せず持続 し,慢 性気管支炎例で投与中に新たに

出現 した。 この二症例 とも,臨 床効果がやや有効にとど

まったこ とは,H.influenzaeに 対す る本剤の抗菌力に疑

問 を投げか けるものであるが,き わめて限られた症例で

の結果であ り,症 例 を集積 して検討す る必要があると思

われる。

特記すべ き副作用はなかった。臨床検査値では血小板

減 少 と肝機 能異常 が1例 に認め られたが,本 剤 による

DLSTが 陰性であ るこ とか ら併用 された胆石治療剤によ

る可能性 も否定で きない。

以上 の結果 よ り,本 剤は,安 全性 も高 く,呼 吸器感染

症 治療 に有用であ ると考え られる。
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We studied the clinical efficacy and safety of BMY-28100, a newly developed oral cephalosporin antibiotic with a 1-

propenyl group at the 3 position.
1. BMY-28100 was given to 15 patients, 14 with respiratory infections and 1 with urinary tract infection.

2. Clinical efficacy was excellent in 1 patient, good in 10, fair in 2 and poor in 2.

3. Isolated organisms were Staphylococcus aureus (2), Haemophilus influenzae (1), Pseudomonas aeruginosa (2), Klebsiella

pneumoniae (1) and Alcaligenes xylosoxidans (1). Of 7 strains, 2 (S. aureus, A. xylosoxidans) were eradicated, 1 (S. aureus)

was replaced and 4 (H. influenzae, K. pneumoniae, P. aeruginosa) were persisted.

4. No subjective adverse reaction was observed, but mild thrombocytopenia and increase of GOT, GPT, Al-P were noted

in one patient.


